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上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について 

 

2022年６月24日に開示いたしました『新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書』（以下、「計画

書」）につきまして、2022年12月31日時点における計画の進捗状況において、新たに1日平均売買代金基準を

満たさない状況になりましたことから、2023年３月28日に『上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗

状況について』を開示しております。 

この度、2023年３月31日時点における計画の進捗状況において、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 

１.当社の上場維持基準の適合状況および計画期間 

  当社の 2023年３月 31日時点におけるプライム市場の上場維持基準への適合状況は、以下のとおり「流 

 通株式時価総額」および「１日平均売買代金」が基準を満たしておりません。当社は、2022年３月期から 

2024年３月期までの３ヶ年における「中期３ヶ年（2021 年 4 月～2024 年 3月）経営計画書～「見える」に

新たな価値を～」の最終年度となる 2024年３月期までに上場維持基準を満たすために引き続き各種取組を

進めてまいります。 

 株主数 流通株式数 
流通株式 

時価総額 

流通株式 

比率 

1 日平均 

売買代金 

当社の 
適合状況 

及び 

その推移 

2021年 6月 30日 

時点 ※１ 
17,146人 

104,318 

単位 
81.4億円 41.6% 0.45億円 

2022年 12月 31 日 

時点 ※２ 
－ － － － 0.16億円 

2023年３月 31日 

時点 ※３ 
24,971人 

106,571 

単位 
57.0億円 42.5% － 

プライム市場 上場維持基準 800人以上 
20,000 

単位 
100億円 35% 0.2億円 

2022年 12月 31 日時点適合状況

（当社試算） 
適合 適合 不適合 適合 不適合 

当初の計画に記載した計画期間   2024年 

3 月末 
 2024年 

12 月末 

※１東京証券取引所が 2021年６月 30日時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに算出を行ったものです。 

※２東京証券取引所が 2022年 12月 31日を基準に算出したものです。 

※３東京証券取引所が 2023年３月 31日時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに算出を行ったものです。 

 

２. 上場維持基準の適合に向けた取組みの基本方針、実施状況 

当社は、「流通株式時価総額」および「１日平均売買代金」がプライム市場の求める基準を満たしてい

ないという結果を踏まえ、同基準を達成するための主要要素である株価を上昇させるべく、企業価値を向

上させるとともに、株式市場で適正な評価を得るための取組みを実施してまいりました。企業としての方

針や取組みに変更はございませんが、プライム市場の上場維持基準の適合に向けた取組みの基本方針、取

組み内容および進捗状況につきましては、添付の『新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書』に

記載のとおりでございます。 

以上 
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株主数 流通株式数
流通株式
時価総額

流通株式比率
1日平均
売買代金

当社の適合状況
及び

その推移

2021年6月30日時点 ※1 17,146人 104,318単位 81.4億円 41.6% 0.45億円

2022年12月31日時点※2 － － － － 0.16億円

2023年3月31日時点※3 24,971人 106,571単位 57.0億円 42.5％ －

プライム市場 上場維持基準 800人以上 20,000単位 100億円 35% 0.2億円

2023年3月31日時点適合状況（当社試算） 適合 適合 不適合 適合 不適合

計画期間 2024年3月末 2024年12月末

プライム市場の上場維持基準への適合状況は、「流通株式時価総額」および「1日平均売買代金」
について、基準を満たしておりません。
下表のとおり、2024年3月期末までに上場維持基準を満たすために、引き続き各種取組みを進めて
まいります。

1.プライム市場上場維持基準の適合結果および計画期間

『中期3ヶ年（2021年4月～2024年3月）経営計画書～「見える」に新たな価値を～』の最終年
度となる「2024年3月期末」までに、本計画書に記載する各種取組を進めてまいります。

※１東京証券取引所が2021年6月30日時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに算定を行ったものです。
※２東京証券取引所が2022年12月31日を基準に算出したものです。
※３東京証券取引所が2023年3月31日時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに算定を行ったものです。
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2.上場維持基準適合に向けた取組みの進捗状況（1/2）
当社のプライム市場の上場維持基準への適合状況は、移行基準日時点（2021年6月30日）及び2022年3月31日時点において、
「流通株式時価総額」が基準を満たしておらず、基準を満たすべく計画書を策定（2022年6月24日開示）し、以下の取組みを進めて
まいりました。

2022年4月27日にブラウン系ニュアンスカラーを取り揃えた1日使い捨て
カラーコンタクトレンズ「ベルミー」を発売

●カラーコンタクトレンズ「ベルミー」

2022年7月22日に当社初となるシリコーンハイドロゲル素材の1日使い捨て
コンタクトレンズ「シード1daySilfa（シルファ）」を九州(沖縄を除く) ・四国・
中国エリアより販売開始 ◇順次販売地域拡大予定

●シリコーンハイドロゲルレンズ「シード1daySilfa」

2022年8月23日に機能性とデザイン性を兼ね備えた高酸素透過性*1

シリコーンハイドロゲルレンズ「シード AirGrade 1day UV W-Moisture
（エアグレード ワンデー UV ダブルモイスチャー）」を全国発売

●シリコーンハイドロゲルレンズ「シード AirGrade 1day UV W-Moisture」

*¹従来のハイドロゲル素材に酸素をより多く通すことが可能なシリコーン成分を配合したコンタクトレンズ

製品開発に迅速に対応できる体制を構築することを目的として製造販売業者であり、出資子会社

である㈱ユニバーサルビューを2022年3月31日に吸収合併。

●オルソケラトロジーレンズの拡販

販売状況
■販売中：日本、東南アジア、香港、インド ／ 欧州（Wöhlk社製品を販売）
■準備中：中国の合弁会社へWöhlk社製造のオリジナルボタンを提供する形で事
業参画（申請中） 4



コース 優待内容 保有株式数 保有年数

Aコース
株主優待券
当社コンタクトレンズが優待価格にて購入できる優待券

100株以上 1年以上継続保有

Bコース
当社コンタクトレンズケア用品セット
ソフトコンタクトレンズ用またはハードコンタクトレンズ用のどちらか

100株以上 1年以上継続保有

Cコース

寄付・名産品
保有株式数に応じて寄付もしくはご希望の商品
※QUOカードのお取り扱いは廃止

1年以上3年未満
継続保有

3年以上継続保有

100株以上
1,000株未満

1,000ポイント 3,000ポイント

1,000株以上
3,000株未満

3,000ポイント 5,000ポイント

3,000株以上 4,000ポイント 6,000ポイント

2.上場維持基準適合に向けた取組みの進捗状況（2/2）

●流通株式比率の向上

【流通株式比率】
2021年6月30日時点：41.6％ → 2023年3月31日時点：42.5％

●株主優待制度の変更に関するお知らせを開示

中長期的に株式を保有し、当社を応援してくださる株主の皆さまとの関係を重視する方針
に至り、2023年3月31日（基準日）の株主名簿に記載または記録された株主さまへの
優待発送分より、株主優待贈呈条件に1年以上継続保有を追加することを2021年12
月28日に公表し、2023年2月1日に2023年度の株主優待内容確定のお知らせを開示。

5

政策保有株式の持ち合い解消等売却を進めた結果、流通株式比率が向上。
2023年2月の取締役会にて政策保有株式の対応方針について審議。



【今後のプライム市場上場維持対策】

株価上昇による流通株式時価総額の向上
シードが目指す株価水準：1,100円

※2023年3月31日時点の、流通株式時価総額100億円に必要な株価水準：938円

3.上場維持基準の適合に向けた基本方針

「中期３ヶ年（2021年4月～2024年3月）経営計画書～「見える」に新たな
価値を～」に基づき、市場競争力の強化・収益力の強化を進めるとともに、信頼
されるモノづくり、SDGsの推進、株主還元施策に取り組むことで「流通株式時価
総額の向上」を図ります。

また、株主への適切な情報発信と透明性の確保に努め、当社の持続的成長と
利益水準の改善による中長期的な企業価値の向上を図ることで、プライム市場
の上場維持基準への適合を目指してまいります。

★株式のボラティリティーを考慮し、東証１次判定結果に基づく目標株価よりも、17%程度高い
水準をシードが目指すべき目標株価として設定いたします。

6



～「見える」に新たな価値を～
最先端の技術を活用し、高機能・高付加価値の

コンタクトレンズを開発し、市場に新しい価値を提供していく

（中期計画の位置付け）

4.上場維持基準適合に向けた中期経営ビジョン・目標

効率的な生産の実現と更なる品質の向上
非価格競争力のある商品の開発

連結売上高400億円への足場を固める

“『Made in Nippon』と『Japan Quality』のプライドを通じて

安全で高品質な製品とサービスを提供することを追求”

✔ 日本国内での安定した成長と同時に、積極果敢な世界展開を実現

✔ 積極的に研究開発費用を投下し、計画的かつ確実な研究成果（商品開発）を実現

✔ 省人化・自動化などの技術力の向上により、規模の拡大と多品種少量生産を実現

✔ 検査用・治療用・医療用等の新たな付加価値をコンタクトレンズで実現

✔ ダイバシティーとインクルージョンの推進及びカーボンニュートラルへの取り組みを実施

（シードの主要施策）
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◇環境保全への取組～循環型事業経営の実現～
◇ダイバーシティ＆インクルージョン推進

◇適切な配当施策
◇時代の要請に合った株主優待制度

◇鴻巣研究所の生産力・品質の強化
◇ 「品質優先（Japan Quality）」
お客様が安心して使える商品を提供

◇適切なサプライチェーン構築と生産体制の複合化

◇シード初国産シリコーンレンズ「1daySilfa（シルファ）」の
国内販売地域拡大

◇オルソケラトロジー・遠近両用CLの販売拡大
◇海外事業の収益力向上
◇原価低減による利益率向上

5.上場維持基準適合に向けた取組み①

業績及び株価の向上

中期経営計画の重点課題に取り組み、財務目標を達成することで流通株式時価総額
向上を図ります。

【企業価値を高め、継続的な成長を実現】するための4本の柱

Ⅰ. 市場競争力の強化・ 収益力の強化 Ⅱ. 信頼されるモノづくり

Ⅲ. SDGsの推進 Ⅳ. 安定した株主還元

企業価値向上
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●2024年３月期は国内向けシリコーンレンズ、遠近両用などのスペシャリティレンズが売上を牽引し、
連結売上高 330億円達成を見込む。

●2023年３期に行った主力製品「Pureシリーズ」を含む値上げ効果が通期で寄与し、当期も一部
製品の値上げを実施、また、製造原価の低減により、営業利益の増加を見込む。

財務実績と見通し

9

17.0

17.3

11.9 11.7

6.2

2020/3期

実績

2021/3期

実績

2022/3期

実績

2023/3期

実績

2024/3期

計画

見通し 実績

成長率
△47.0%

成長率
＋174.2%

成長率
△1.7%

18.0

17.4 17.7

16.8

14.5

2020/3期

実績

2021/3期

実績

2022/3期

実績

2023/3期

実績

2024/3期

計画

見通し 実績

成長率
△13.7%

成長率
＋24.1%

成長率
△5.1%

290

277

255 261
277

2020/3期

実績

2021/3期

実績

2022/3期

実績

2023/3期

実績

2024/3期

計画

見通し 実績

成長率
＋6.1%

成長率
＋4.7%

成長率
＋2.4%

330

317

286 288
305

2020/3期

実績

2021/3期

実績

2022/3期

実績

2023/3期

実績

2024/3期

計画

見通し 実績

成長率
＋5.9%

成長率
＋8.2%

成長率
＋0.7%

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

成長率
＋1.7%

成長率

△31.2%

《単体売上高》 《連結売上高》

《単体営業利益》
《連結営業利益》

成長率
△9.8%

成長率
△7.9%



財務実績と見通し
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 利益効率を高め、将来ROE 10％を目指す
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※2022年３月期より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用

 キャッシュ創出力を強化し、将来EBITDA 50億円を目指す

（%）

（%）

●2023年３月期は、出荷期限到来と終売商品に関する在庫の評価損の計上を行ったこと、連結

子会社において減損兆候が認められたことから当社が保有する無形資産・のれんについて減損損失
を計上したことの影響等により悪化いたしました。2024年３月期は売上並びに営業利益の増加から
改善が見込まれます。
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15.1

2024年3月期は営業利益17億円を達成し、株価水準1,100円を目指す
11

★シードが目指す株価水準★
1,100円



当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上のために、「IR活動の強化」、「株主還元施策」、「SDGs関連施策」
が不可欠であると認識し、以下の取組みを推進しております。2024年3月期につきましても、引き続き積極的に情報発信
に取り組んでまいります。

5.上場維持基準適合に向けた取組み②（1/2）

IR活動の強化

12

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●定時株主総会

●決算発表 ●第１四半期決算発表 ●第２四半期決算発表 ●第３四半期決算発表

●IRレポート発行 ●IRレポート発行●統合報告書発行

●IRイベント
（オンライン）

●IRイベント
（オンライン）

●IRイベント
（リアル）

●IRイベント
（オンライン）

●IRイベント
（オンライン）

●第6回
IR動画配信

●第7回
IR動画配信

●第8回
IR動画配信

●第9回
IR動画配信

●第10回
IR動画配信

2022/7/30 アイロゴス主催 ／櫻井英明 WEB 株式講演会＆企業IRセミナー

2022/10/29 ログミーFinance主催／個人投資家向けIRセミナー

2022/12/11 大和IR主催／個人投資家向け会社説明会 ＠大阪会場リアル開催

2023/1/12-
2023/1/31

野村IR主催／野村IR資産運用フェア2023 ＊1/12 企業プレゼンを生配信

2023/2/15 櫻井英明氏「株式戦隊アガルンジャー」YouTube出演

●IRイベント詳細

●short動画3本配信

■2023年3月期の取り組み状況

YouTube

●short動画2本配信

●第11回
IR動画配信



5.上場維持基準適合に向けた取組み② (2/2)

 情報開示の充実
持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を図るために、情報開示の充実を進めます。

 2022年3月期から、四半期毎にオンライン形式の決算説明会を開催しております。

 リアル開催の個人向け投資家セミナーやオンライン形式の個人投資家向けセミナーに
参加し投資家とのコミュニケーションの場を積極的に設けております。

 YouTube上でIR動画・ショート動画を定期配信し、決算説明会ではお伝えしきれて
いない当社の魅力を知っていただき、幅広い投資家の認知度向上を図ってまいります。

 アナリスト・機関投資家様向けIR

 ウェブ会議システムや電話会議システムを活用し、各四半期毎に実施している機関投
資家との面談について、積極的かつ継続的な対話を実施してまいります。
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・配当性向30％～40％を目標とした配当を継続
※2023年３月期は特別損失が影響し純損失であったが、2024年３月期は42.9％を見込む。

・今後の成長戦略と、株主への安定的な利益還元を継続していくこと等を総合的に勘案

26.6％

＜利益配分に関する基本方針＞
安定的な経営基盤の確保に努めるとともに、株主の皆様に適切な配当水準による配当継続を実
施することを重要課題とし、経営体質強化と財務健全性の維持のための内部留保等を勘案した
上で、株主への利益還元を継続していく。

・商品と株式を通じて当社への関心を深め、長いご支援を頂戴するために、優待制度を適宜時代
の要請に合う様に改定を重ねてゆく方針です。

12 12 12

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

1株あたり配当 配当性向

12

26.6%

14

株主還元施策

株主優待制度

5.上場維持基準適合に向けた取組み③

26.0%



①環境保全への取組 ～循環型事業経営の実現を目指す～

②ダイバーシティ＆インクルージョンを推進

社員の多様性を尊重し、成長を支援することで、人材の質を高めます。

SDGs関連施策

5.上場維持基準適合に向けた取組み④

◆ 「BLUE SEED PROJECT」 ～海に愛(Eye)を～

◆ダイバーシティー推進

◆インクルージョン推進

[シードのダイバーシティ基本理念]
●個々人の「違い」を尊重し受け入れる
●職務に関係のない性別、年齢、国籍等の属性に係わらず、個人の成果、能力、貢献だけを評価する
●「違い」に係わらず、全社員が組織に平等に参画し、能力を最大発揮できるようにする

●育児・介護支援の充実
シード保育園の活用、勤務形態の選択等の働きやすい環境の整備を実施
●働きがいのある職場づくり
資格取得奨励金制度、フレックスタイム、在宅勤務、子育手当、家族の海外勤務に帯同した海外リモートワークの実施
●労働安全性の確保
社員の健康を守るため、安全操業の推進、健康診断、専門医による窓口相談等を実施

●「BLUE SEED PROJECT」を推進し、産業廃棄物の削減と有価物としての再資源化を実現します。
●2050年までに、CO2排出量の削減を検討・実施し、カーボンニュートラルの実現にシード全体で取り組みます。
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③サステナビリティ強化への取組み

16

環境

災害
対策

地域・
社会問題

多様な社員
の確保

SDGs

●環境マネジメントシステムの構築 ●カーボンニュートラル推進
●太陽光発電、エネルギー管理システムの構築、水資源の再利用 ●プラスチックリサイクル推進
●サーキュラーエコノミーシステムの構築（BLUE SEED PROJECTによるブリスター回収・再資源化）
➡初の行政との連携として、埼玉県三芳町役場と「ブリスター回収活動における連携と協力に関する協定」を締結

＊日本政策投資銀行｢DBJ環境格付｣取得
＊令和3年度 彩の国埼玉環境大賞を受賞

●自然災害、人災損害による被害の極少化への取組み：
BCPの恒常的な推進、物流拠点の分散化、災害時初動対応マニュアル・
事業継続活動マニュアルの作成や災害時における安否確認システムの導入
＊東京都一斉帰宅抑制推進企業に認定

●行政との連携：鴻巣市との包括協定締結
●「シード鴻巣研究所」を構える埼玉県を本拠地とする埼玉西武ライオンズと協力し、「SEED スターティングキッズ」の
企画協賛

●積極的な地域活動への参加：地域イベントへの積極的な参加、子供向け工場見学、実験教室開催
●少子高齢化など、社会のニーズに合わせた商品や先進技術を駆使した高機能・高付加価値製品の開発

●働きやすい職場づくり：企業主導型保育園の開園、在宅勤務、フレックス制の導入、
時短勤務等の導入、男性育休制度の推進

●ダイバーシティ化：外国籍社員雇用、ベトナム人技能実習生の受入、 越境在宅勤務制度の採用
●障がい者雇用の推進



本資料に関するお問い合わせ

株式会社シード 経営企画部
TEL 03－3813－1650

又はホームページお問い合わせフォーム
https://www.seedcontact.jp/seed/fm_ir/

本資料に記載されている、将来の業績に関する予想、計画、見通し等は、現在入手可能な情報及び

当社の計画・戦略等に基づいて作成したものです。

実際の業績は、市場の経済状況及び製品需要の変化、為替相場の変動、国内外の各種規制並び

に会計基準・慣行等の変更により、記載の予想、計画、見通しとは大きく異なることがあることをご承知

おき下さい。

また、本資料の予想や目標数値等に全面的に依存しての投資判断により生じ得るいかなる損失に関し

ましても、当社は責任を負いません。

17


	【7743(株)シード】上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について.pdf
	20230629確認用_新市場区分の上場維持基準適合に向けた計画書の進捗状況_0619.pdf

